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スカットボールで気持ちを「すかっ」と！
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サ
ロ
ン
だ
よ
！
全
員
集
合
!!

如
水
サ
ロ
ン
ふ
れ
愛   

１
０
０
回
記
念

　
「
サ
ロ
ン
だ
よ
！
全
員
集
合
!!
」
の
掛
け
声
と
と
も
に

始
ま
っ
た
寄
り
合
い
の
場
交
流
研
修
会
。
県
北
地
区
の

サ
ロ
ン
同
士
の
つ
な
が
り
や
魅
力
あ
る
サ
ロ
ン
の
推
進

を
目
的
と
し
て
開
か
れ
、
今
年
は
宇
佐
市
と
豊
後
高
田

市
の
サ
ロ
ン
の
方
々
も
加
わ
り
、
１
３
９
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
３
市
の
各
サ
ロ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る

活
動
を
発
表
し
、
ま
た
そ
の
後
は
サ
ロ
ン
で
使
え
る
体

操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
最

後
に
参
加
者
同
士
で
意
見
交
換
を
行
な
い
、
和
や
か
な

ム
ー
ド
の
中
で
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方

か
ら
は
、「
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
普
段
の
活
動

に
取
り
入
れ
た
い
」「
他
の
サ
ロ
ン
の
活
動
内
容
を
聞
け

て
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
今
後
の

サ
ロ
ン
活
動
の
参
考
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修

会
を
き
っ
か
け

に
、
市
の
枠
を

超
え
た
サ
ロ
ン

同
士
の
つ
な
が

り
と
各
地
域
で

の
サ
ロ
ン
活
動

が
更
に
活
発
に

な
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

１
０
０
回
目
の
開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
如
水
サ
ロ

ン
ふ
れ
愛
は
今
年
２
月
16
日
に
１
０
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
市
地
域
福
祉
計
画
・
活
動
計
画
の
作
業
部

会
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
19
年
６
月
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

地
域
の
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
子
ど
も
達
の
交
流
（
ふ

れ
愛
）
の
場
づ
く
り
を
目
的
と
し
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に
如
水

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
９

年
も
の
間
、
休
む
こ
と
な
く
会
を
継
続
さ
れ
、
今
で
は
如
水
に

お
け
る
交
流
の
場
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。　

　

当
日
は
体
操
や
手
品
鑑
賞
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
み
な
さ
ん
で
昼
食
を
囲
み
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
１
０
０
回
記
念
の
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
今
後
も
１
５
０
回
、
２
０
０
回
と
会
を
永

く
続
け
て
い
き
た
い
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

体操のようす

グループに分かれて意見交換 活動発表のようす

如  水
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豊　田

本耶馬渓

耶馬溪

　

 

地
域
で　

支
え　

　
　
　

 

地
域
で　

守
る
命

 

温
も
り
の
あ
る
元
気
な

 

本
耶
馬
渓
町
を
目
指
し
て
！

　

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る

　

上
宮
永
四
丁
目
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え

て
地
域
内
で
助
け
合
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
平
成
24
年
か
ら
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
や
避
難
訓
練
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
14
日
、
継
続
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
作
業

を
行
い
な
が
ら
、
緊
急
時

に
手
助
け
が
必
要
と
思
わ

れ
る
方
の
共
有
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
継
続
し
た
取

り
組
み
に
よ
り
、
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
の
基
盤

と
な
り
、
人
と
ひ
と
と
の

つ
な
が
り
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

跡
田
介
護
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
里
づ
く
り
協
議
会

は
、
地
区
の
自
治
委
員
、
民
生
委
員
、
施
設
職
員
、

地
元
有
志
で
組
織
さ
れ
、
活
動
内
容
と
し
て
同
地
区

に
あ
る
施
設
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
ん
ず
」
で
行
わ

れ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
を
担
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
「
そ
う
め
ん
流
し
」「
交
流
秋
ま
つ
り
」「
年

末
も
ち
つ
き
大
会
」「
認
知
症
研
修
会
」
な
ど
、
地
域

に
根
付
い
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
介
護
に
関
心
を
持
つ
き
っ

か
け
づ
く
り
や
施
設
に
地
域
住
民
が
集
う
こ
と
に
よ

る
つ
な
が
り
づ
く
り
、
ま
た
施
設
で
習
っ
た
介
護
技

術
を
家
庭
や
地
域
で
発
揮
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に

支
え
合
い
ぬ
く
も
り
の
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
場
所

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
強
く
願
い
、
今
後
も

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

２
月
６
日
、
柿
坂
公
民
館
に
て
柿
坂
地
区
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん
が
「
認
知
症
に
つ
い
て
学

び
た
い
」
と
い
う
思
い
の
も
と
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
、
認
知
症
の

基
礎
知
識
、
対
応
法
、
専
門
職
と
の
関
わ
り
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
新
た
に
20
名
の
方
が
サ
ポ
ー

タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。「
認
知
症
本
人
の
周
辺
症
状
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
支
え
る
家
族
の

気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
」
な

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
見
守
り
活
動
が
早
期
発
見
、
対
応
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
不
安
な
こ
と
が
あ
れ

ば
そ
の
都
度
相
談
し
合
え
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
を

住
民
同
士
や
専
門
職
が
連
携
し
作
っ
て
い
く
こ
と
で

孤
立
さ
せ
な

い
、
優
し
い
地

域
を
作
っ
て
ゆ

こ
う
と
話
合
い

ま
し
た
。

　

ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
皆
で
支

え
合
っ
て
い
け

る
よ
う
に
集
落

の
中
で
協
力
者

を
募
っ
て
い
こ

う
と
確
認
し
ま

し
た
。

《
自
主
防
災
組
織
の
役
割
》

　

大
地
震
、
津
波
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防

車
や
救
急
車
が
す
ぐ
に
来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、自
主
防
災
組
織
（
近
隣
同
志
の
助
け
合
い
）

が
中
心
と
な
っ
て
初
期
消
火
活
動
、
救
助
・
救
出

活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
数
々
の
災
害
か
ら
、
日
常
の
地
域
の
状
況
（
つ

な
が
り
）
が
災
害
時
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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いくつになっても安心して生活できる地域づくり
～支え合う地域へ～

　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ

り
中
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
を
受
託
し
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
＝

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
う
趣

旨
の
も
と
、「
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
」
に

関
わ
る
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
視
点
を

基
本
と
し
つ
つ
、
生
活
の
場
で
あ
る
環
境
づ

く
り
＝
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市内の地域サロン（３ヶ所）に通い、利用している高齢者やボランティ
アの方々と接する中で実情の把握。顔の見える関係づくり

住民主体の地域での支え合いのひとつである「住民型有償サービス」の
新たな団体の立ち上げ支援（２地区）

地域での支え合いに携わる人財の育成
「支え合いスタッフ養成研修」及びフォローアップ研修の開催

地域の資源と専門職の連携　交流会の開催

元気☆いきいき！週一体操教室の立ち上げ支援

地域の中での

寄れる場所づくり

シニアほっと元気

Station「よりあ」開設（１ヶ所）

市内の地域包括支援センターにて地域の課題等の聞き取り

生生 活活 をを 支支 援援 すすす るる しし く みみ生生 活活 をを 支支 援援 すすす るる しし く みみ生 活 を 支 援 す る し く み

左
記
の
図
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
等
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
地
域
サ
ロ
ン
、
住
民
型
有
償
サ
ー

ビ
ス
も
地
域
の
中
で
の
支
え
合
い
活
動
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
ま
だ
市
内
全
域
に
は

広
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
様
々
な
資
源
が
あ
り
、

困
っ
た
時
に
は
地
域
の
中
で
支
え
合
う
こ
と

が
で
き
、
年
齢
を
重
ね
て
も
生
き
生
き
と
過

ご
せ
る
中
津
市
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
構
築
し

て
い
き
ま
す
。
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中
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
や
法
人
後
見
の
支
援
員
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
方
や
、
今
は
仕
事
や
他
活
動
を
し
て
い
て
本
格
的
に
は
で
き
な

い
け
れ
ど
市
民
後
見
人
の
周
知
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
の
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
域
の
担
い
手
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
津
市
で
は
平
成
25
年
度
よ
り
中
津
市
市
民
後
見

人
養
成
講
座
を
開
催
。
現
在
、
養
成
講
座
を
修
了

さ
れ
た
30
名
の
方
が
中
津
市
市
民
後
見
人
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

判
断
能
力
が
不
十
分
な
認
知

症
高
齢
者
や
知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者
の
権
利
を
守

る
成
年
後
見
活
動
を
担
う
市

民
の
方
を
い
い
ま
す
。
本
人

に
寄
り
添
い
、
専
門
職
に
は

で
き
な
い
身
近
に
い
る
市
民

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

≪

養
成
講
座
修
了
者
の
そ
の
後≫

中
津
市
市
民
後
見
人
候
補
者
と
は

中
津
市
市
民
後
見
人
養
成
講
座

 

市
民
後
見
人
と
は
？

市
民
後
見
人
養
成
講
座

中
津
市
市
民
後
見
人

候
補
者
名
簿
登
録

毎
年
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
を
受
講
し
、
中
津
市

市
民
後
見
人
候
補
者
名
簿

の
登
録
を
更
新

　
「
支
援
し
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
カ
タ
チ
に
す
る
に
は
、
被

災
地
域
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
が
最
も
重
要
で
す
。
一
般
的

に
は
避
難
所
運
営
の
手
伝
い
・

瓦
礫
の
片
付
け
・
そ
し
て
募
金

な
ど
が
多
く
の
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
混
乱
期
に
は
情
報
が

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
外
部

支
援
者
の
力
が
必
要
な
場
合
は
、

被
災
地
の
社
協
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
情
報
発
信

を
し
ま
す
。

　

生
活
は
、そ
こ
に
暮
ら
す
方
々

と
地
域
の
力
に
よ
っ
て
成
り
立

つ
も
の
で
す
。被
災
し
て
も
元
々

の
力
が
備
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、

多
く
の
外
部
支
援
者
を
求
め
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
被
災
地
の
地
域

の
状
況
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

最初、被災した人もその地域も力を失っている場合、ボランティアの力が重要です。
そして、大切なのはその地域の力が高まる支援の仕方です。

　

４
月
の
熊
本
・
大
分
地
震
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
被
災
し
、
復
旧
活
動
は
今
も

続
い
て
い
ま
す
。
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
方
、
家
を
失
っ
た
方
、
心
の
不
安
を
抱
え
た

ま
ま
の
方
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
方
な
ど
、
災
害

時
に
は
被
災
の
程
度
は
違
っ
て
も
多
く
の
方
が
困
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
そ
の
状

況
に
応
じ
た
支
援
内
容
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

災
害「
支
援
し
た
い
」
を

　
　  

カ
タ
チ
に
す
る

発
災 生活再建・安心を取り戻す

★被災した人自身の力

★地域で支え合う力

★ボランティア・
　外部支援者の力

生生 活活 をを 支支 援援 すすす るる しし く みみ生生 活活 をを 支支 援援 すすす るる しし く みみ生 活 を 支 援 す る し く み
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ファミリー・サポート・センター　開設中！

　ファミリー・サポート・センターでは、地域ぐるみでの子育て支援や、仕事と育児を両立できる環境を作
ることを目的とした、会員制の有償の支えあい活動を行っています。子どもの預かり等の援助を受けたい方

『おねがい会員』と援助を行う方『まかせて会員』が、アドバイザーを中心として、会員相互の信頼関係を
もとに支えあう仕組みです。

中津市が発行している『おおいた子育てほっとクーポン』も利用できます。
詳細については、下記へお問い合わせください。

現在こういう時に利用されています。
・残業で子どもの迎えに行けない…
・病院に行く間、見ていてほしい…
・ＰＴＡに連れて行けない…
・美容院に行きたいけど…　　等々

○お問い合わせ・お申込み先
中津市ファミリー・サポート・センター
住　　所：中津市三光成恒 421 番地１（三光福祉保健センター内）
電話番号：0979-27-7715（平日午前 8 時 30 分から午後 5 時まで）

生 活 サ ー ビ ス 情 報

豊寿園　地域防災教室開催
　豊寿園では３月 12 日（土）に中津消防署職員の指導のもと、鶴居・大幡地区の住民の皆さん、ボランティア
の方々、入所者・社協職員、総勢 88 名の参加により、｢初期消火｣「救急法」「応急手当」の訓練を実施しました。
　初期消火では、消火器の種類や使い方の説明を受けて実際に水消火器を使用し、救急法では（ＡＥＤ）を使っ
た心肺蘇生を体験、応急手当の方法なども学びました。昼食は地域福祉係の指導により、ハイゼックス炊飯袋
を使っての炊飯方法の説明を受け、実際さながらに㈱富士産業さんの協力による炊き出しも行いました。今回
２回目の防災教室とあって、参加された住民の皆さんは積極的に、また真剣に取り組んでいました。
　日頃からこのような訓練を重ねることで、災害時も冷静に行動が出来るのではないでしょうか。災害はいつ
起こるか分かりません。いざという時に備え、豊寿園では今後も地域防災教室を開催していきたいと考えてい
ます。

 初期消火の訓練 ハイゼックス炊飯袋での炊き出し訓練 心肺蘇生法の訓練 

施 設 活 動 情 報
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『２０１６夏 ボランティア体験月間』開催のお知らせ

第１回中津市ボランティア・市民活動センター運営委員会を開催しました。

　今年も、中津市内の福祉施設や地域で活動しているボランティア団体の協力により、『2016 夏のボラン
ティア体験月間』が実施されます。夏の一定の期間、ボランティア活動を通じて人とひととの出会いをし
てみませんか？きっと素敵な笑顔に出会える夏になると思います！！

　３月４日、中津市ボランティア・市民活動センターに運営委員会を設立し、第１回目の運営委員会が開催
されました。
　委員会では、ボランティア市民活動の推進に関わる様々な事業運営について、多様な立場の考え方や意見
を反映させることで、市内のボランティア活動の更なる活性化や住民に開かれたセンターを目指しています。

　ボランティア・市民活動センターでは、随時ボランティアに関してのご相談を受け付けています。あな
たも、ボランティア活動を通じて新たなつながりをつくって、きれいな笑顔の花を咲かせてみてはいかが
でしょうか？

【対象者】ボランティ活動に興味のある方
【日　時】平成２８年７月２１日～８月３１日の間
【申し込み期間】平成２８年７月１日～随時
【問い合わせ・申し込み】中津市ボランティア・市民活動センター　ＴＥＬ：23-2095
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

・新しい事にチャレンジしてみたいと思ったから

・コミュニケーションをとるのが苦手なので克服したい

・幅広い年代の方と触れ合いたい

・将来の夢が見えてくるから

・夏休みの思い出になった

昨年度ボランティア活動をした方からの声です !!

中津市ボランティア・市民活動センター
運営委員の紹介

（写真左上から）
足利委員、瀬口委員、原田委員、村野委員、
原口委員、安倍委員長、北山社協会長、橘副委員長、
吉田委員

ボ ラ ン テ ィ ア 情 報ボ ラ ン テ ィ ア 情 報
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平
成
28
年
度
事
業
計
画
【
主
な
内
容
】

【
事
業
方
針
】

【
基
本
方
針
】

　

中
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
の
里
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
「
暮
ら

し
続
け
た
い
と
思
う
、
思
え
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
地
域
の
課
題
や

生
活
課
題
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
事
業
に
取
り
組
み
、
多
様
な
関
係
機
関
・

団
体
と
の
協
働
に
よ
る
支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
介
護
事
業
な
ど
を
活
か
し
た
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

 

①
地
域
と
連
携
す
る
拠
点
の
機
能
強
化

 

・
地
域
サ
ロ
ン
等
で
の
機
能
訓
練
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
る
介
護
予
防
推
進

 

・
尊
厳
を
大
切
に
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
活
動
や
地
域
交
流
の
推
進　

 

②
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
よ
る
日
常
生
活
総
合
事
業
の
推
進

 

・
専
門
職
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
り
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活

 

　

を
送
れ
る
よ
う
支
援

 

③
ご
利
用
者
が
快
適
で
安
心
・
安
全
な
生
活
を
目
指
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

 

・
職
員
の
技
術
を
高
め
る
た
め
の
専
門
的
な
研
修
の
開
催

 

・
入
所
者
の
要
介
護
予
防
の
為
の
機
能
回
復
訓
練
等
の
実
施

Ⅲ
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
福
祉
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
応
援
し
ま
す

（
１
）
地
域
の
社
会
資
源
を
活
用
し
た
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

 

①
高
齢
者
・
障
が
い
者
が
交
流
で
き
る
地
域
行
事
の
企
画
・
支
援

 

・
寄
り
合
い
の
場
（
サ
ロ
ン
）
活
動
の
充
実
、
強
化

 

②
地
域
の
社
会
資
源
で
あ
る
施
設
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

 

・
創
作
活
動
・
販
売
な
ど
に
よ
る
自
主
財
源
（
地
域
還
元
・
貢
献
）
の
確
保

 

・
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
よ
る
自
立
促
進
や
孤
独
感
の
解
消

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化

 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
充
実

 

・
市
民
参
画
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
あ
り
か
た
の
検
討

Ⅳ
地
域
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ま
す

（
１
）
地
域
の
人
財
（
リ
ー
ダ
ー
）
づ
く
り

 
①
専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
講
座
の
開
催
・
支
援

 

・
市
民
後
見
人
候
補
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施

 

②
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成

 

・
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
（
基
礎
・
応
用
）
講
座
の
開
催

 

③
地
域
の
支
え
合
い
活
動
を
支
援
す
る
人
財
の
育
成

Ⅰ
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
を
つ
く
り
ま
す

（
１
）
多
様
な
ケ
ー
ス
に
対
応
で
き
る
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
づ
く
り

 

・
多
様
な
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置

 

・
生
活
困
窮
者
の
相
談
対
応
事
業
所
と
の
連
携
充
実

Ⅱ
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
、
展
開
し
ま
す

（
１
）
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
活
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

 

①
そ
の
人
の
生
活
を
支
え
る
住
民
型
有
償
サ
ー
ビ
ス
の
立
上
げ
支
援

 

・
制
度
の
狭
間
で
対
応
で
き
な
い
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
地
域
の
支
え
合
い
に
よ
り
行

 

　

う
住
民
型
の
有
償
サ
ー
ビ
ス
の
立
上
げ
支
援
。

 

②
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
の
体
制
整
備

 

・
実
情
把
握
や
資
源
開
発
に
向
け
て
、
生
活
圏
域
ご
と
の
協
議
体
の
発
足
と
第
２

 

　

層
（
中
学
校
単
位
と
す
る
）
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
発
掘
、
養
成

 

・
サ
ロ
ン
の
多
機
能
化
に
よ
る
介
護
予
防
地
域
基
盤
の
強
化

 

③
認
知
症
高
齢
者
の
支
援
体
制
の
充
実

 

・
住
民
の
連
携
に
よ
る
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
声
か
け
模
擬
訓
練
の
実
施

 

・
認
知
症
高
齢
者
や
家
族
、
地
域
住
民
の
支
援
を
目
指
し
た
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
充
実



第65号〜ふくしの里づくりに向かって〜（9） 平成 28年 6月 15日
 

・
地
域
支
え
合
い
ス
タ
ッ
フ
養
成
研
修
の
開
催

（
２
）
見
守
り
や
災
害
対
応
が
で
き
る
住
民
参
加
の
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

 

①
地
域
住
民
が
集
ま
る
場
と
機
会
の
充
実

 
・
第
３
次
中
津
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
に
向
け
た
作
業
部

 

　

会
へ
の
支
援

 

②
広
域
（
15
地
区
単
位
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
織
化
と

 

　

連
携
の
推
進

 

・
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
全
域
化
（
地
域
福
祉
圏
域
一
五
地
区
）

 

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
見
守
り
活
動
の
推
進

 

・
防
災
や
減
災
に
向
け
た
避
難
訓
練
へ
の
支
援

（
３
）
地
域
の
活
動
や
資
源
に
関
す
る
情
報
収
集
・
発
信
の
充
実

 

・
孤
立
ゼ
ロ
に
向
け
た
避
難
訓
練
へ
の
支
援

 

・
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
防
災
訓
練
等
の
実
施
に
よ
る
防
災
意
識
の
高
揚

Ⅴ
住
民
の
皆
様
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
効
果
的
・
効
率
的
な
経
営
基
盤
を
つ
く

　

り
ま
す

（
１
）
災
害
時
の
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
づ
く
り

 

・
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
（
仮
称
）
の
構
築

 

・
法
人
全
体
、
エ
リ
ア
、
事
業
所
単
位
で
の
災
害
時
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
と
体

 

　

系
化

（
２
）
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
職
員
間
の
連
携
、
情
報
共
有
の
強
化

 

・
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
職
員
専
用
ペ
ー
ジ
の
充
実

 

・
横
に
つ
な
が
る
職
員
会
議
の
開
催

（
３
）
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指
し
た
職
場
環
境
の
改
善

 

・
衛
生
委
員
会
の
取
り
組
み
の
充
実

 

・
Ｉ
Ｔ
活
用
で
効
果
的
・
効
率
的
な
業
務
運
営
と
利
用
者
本
位
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

 

　

提
供

（
４
）
福
祉
の
専
門
集
団
と
し
て
の
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
の
研
修
体
系
の
確
立

 

・
計
画
的
な
職
制
別
研
修
会
の
開
催

 

・
基
礎
力
向
上
の
た
め
の
職
員
全
体
研
修
会
の
開
催

（
５
）
地
域
福
祉
事
業
に
有
効
活
用
で
き
る
自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
多
様
な
取
り
組
み

 

の
実
施

 

・
特
養
待
機
者
の
早
期
入
荘
に
繋
が
る
効
果
的
な
入
所
対
策
の
取
り
組
み

 

・
地
域
で
の
支
え
合
い
に
よ
る
福
祉
活
動
充
実
の
取
り
組
み

（
６
）
地
域
に
密
着
し
た
地
域
福
祉
事
業
運
営
方
針
と
収
支
管
理
体
制
と
が
一
体
と
な
っ
た
経

 

営
体
制
の
確
立

 

・
在
宅
福
祉
課
の
創
設
に
よ
る
介
護
保
険
事
業
の
経
営
基
盤
強
化

 

・
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た
経
営
会
議
の
開
催
に
よ
る
健
全
運
営

 

・
財
政
の
健
全
化
を
図
り
安
定
し
た
財
政
運
営
基
盤
の
確
立
に
よ
る
施
設
の
整
備

 

　

な
ど
の
充
実

 

・
経
営
に
必
要
な
知
識
を
取
得
す
る
た
め
の
研
修
会
の
実
施

（事務局）

平成 28 年４月１日より

総務課
総 　 務 　 ・ 　 会 　 計 　 係

地域福祉課

福祉サービス課

在宅福祉課

中津市特別養護老人ホーム
やすらぎ荘

養護老人ホーム
中津市豊寿園

介 護 保 険 認 定 調 査 室

地　　域　　福　　祉　　係

生　活　相　談　支　援　係

福　祉　サ　ー　ビ　ス　係

在　　宅　　福　　祉　　係

事　　　　　務　　　　　係

介　　　　　護　　　　　係

看　　　　　護　　　　　係

住

　
　
　
　民

理
事
会

評
議
員
会

監

　事

事
務
局
長

中津市社会福祉協議会組織体制図
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平成２８年度　当初予算額：1，２９９，８６７千円

収入の部

支出の部

寄付金 11,106 千円
（1％）

補助金 120,218 千円
（9％）

受託金 325,110 千円
（25％）

事業収入 28,752 千円
（2％）介護保険収入 656,277 千円

（50％）

老人福祉事業収入
8,118 千円（1％）

障害福祉サービス等収入
5,763 千円（0.5％）

会費 5,122 千円
（0.5％）

法人運営事業
213,579 千円
（17％）

在宅福祉事業
418,953 千円
（32％）養護老人ホーム豊寿園

109,360 千円（8％）

特別養護老人ホームやすらぎ荘
351,719 千円（27％）

施設管理運営事業
16,868 千円（1％）

要介護認定調査事業
39,736 千円（3％）

当期資金収支差額
33,397 千円（3％）

地域福祉推進事業
116,255 千円
（9％）

その他の収入
139,401 千円（11％）

会 費 社協一般会費、特別会費 介 護 保 険 収 入 在宅介護や施設介護による収入

寄 付 金 香典返し、個人・団体からの一般寄付、物品寄付 老人福祉事業収入 措置事業における事業収入

補 助 金 市からの法人運営や自主事業にかかる収入 障 害 福 祉

サ ー ビ ス 収 入
障害者自立支援法にかかわる事業収入
及び利用料収入受 託 金 市や大分県社協からの受託事業の収入

事業収入 各種事業の利用料収入ほか そ の 他 の 収 入 預金利息、その他の活動収入

法 人 運 営 事 業 法人の管理運営費 や す ら ぎ 荘 特別養護老人ホームの運営

地域福祉推進事業
地域福祉ネットワーク支援、

各種相談援助事業、広報啓発

豊 寿 園 養護老人ホーム豊寿園の運営

施設管理運営事業

教育福祉センター、

生活支援ハウス、児童館

その他施設管理在 宅 福 祉 事 業

デイサービス、ホームヘルプ、

訪問入浴、居宅介護支援、障がい福祉

サービスなど 要介護認定調査事業 介護保険認定調査
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一
封

 

相　

良　

玲　

子 

カ
メ
ノ 

山
移 

十
万
円

 

江　

口　

芳　

啓 

文　

子 

三
尾
母 

三
万
円

 

藤　

田　

誠
二
郎 

　

一 

大
島 

五
万
円

 

新　

田　

勝　

子 

照　

子 
平
田 

金
一
封

 

中　

畑　

雅　

雄 

護　

雄 
中
畑 

五
万
円

 

上　

杉　

信　

明 

謙　

吾 
金
吉 

三
万
円

 

匿　
　
　
　
　

名 
 

 

金
一
封

 

時　

増　

繁　

美 

チ
サ
子 

大
島 

五
万
円

 

小　

田　

ス
ミ
レ 

三
十
四 

栃
木 

金
一
封

 

石　

井　
　
　

健 

光　

枝 

金
吉 
三
万
円

 

吉　

原　

省　

一 

正　

人 

樋
山
路 
金
一
封

 

藤　

原　

孝　

雄 

ノ
リ
子 

金
吉 

五
万
円

 

田　

中　

美　

利 

一　

馬 

戸
原 

十
五
万
円

 

佐　

藤　

晴　

雄 

辰　

子 

山
移 

十
万
円

一
般
寄
付

一
般
寄
付
品

※
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
寄
付
者
ご
本
人
の
意
思
確
認
に
よ
り
掲
載

さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
。

寄
付
金
品
に
つ
い
て

香
典
返
し

市
民
皆
様
の
あ
た
た
か
い

　
ご
芳
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

※
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
八
年

　
　
　
　
五
月
十
五
日
ま
で
の
受
付
分
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。






